第９回歯学生のつどい実行委員会　総括
文責　本吉敦

第１回実行委員会　　　　　　２００６年　１０月２２日

第２回実行委員会　　　　　　　　　　　　１２月２６日
第３回実行委員会　　　　　　２００７年　　２月２４日
第４回実行委員会　　　　　　　　　　　　　３月１７日
第５回実行委員会　　　　　　　　　　　　　４月２１日
第６回実行委員会　　　　　　　　　　　　　５月２６日
第７回実行委員会　　　　　　　　　　　　　６月３０日
第８回実行委員会　　　　　　　　　　　　　８月２日
第９回実行委員会　　　　　　　　　　　　　９月２９日
概要

１、学生主体の実行委員会が主催し、民医連様に後援をしていただいた。

２、今回のテーマは『ひとの気持ちがわかるひとになる』であった。

３、メイン企画は講演、グループディスカッション形式をとり、講演には東北大学歯学部予防歯科学分野助教授、岩倉政城先生にお願いをした。
４、学生参加人数は２１名(内、奨学生１４名)であり、前回に比べ１名ふえた。また、今回の参加者は２年生以下の低学年が１０名であり、参加者の約５０％を占めていた。
５、資金運営面では全国の民医連様にカンパをお願いした。
６、交流会でビンゴ大会を行なった。
企画
昨年や、一昨年の成功を参考とし、本年も企画の大きな柱を①記念講演、②学生同士のグループ討論(グループワーク)、③コミュニケーション企画とした。
①記念講演
歯科業界で現在重要視されていることや、医療業界でない一般企業の危機管理などで重要視されていることなど、多くの提案が出たが、講演の方向性は「人との接し方」についての講演を聴きたいということになった。その後、協議の末「ひとの気持ちがわかるひとになるために」を今回の講演の大枠とすることにした。
②グループワーク
昨年同様に学生同士にグループワークでは、講演の内容も含め討論し、模造紙を使って発表してもらうことにした。グループは低学年(１～２年生)２班、中学年(３～４年生)１班、高学年(５～６年生)１班の計４班に分け、班ごとに充分話せる時間を確保するという方向で進めた。

③交流会
昨年に引き続き、全体で楽しめるようにビンゴ大会を行なった。
講演について

8月11日～12日に、「人の気持ちがわかる人になるPart2」をテーマに、東京上野にある、「水月ホテル鷗外荘」で第９回歯学生のつどいが開催されました。

　富山大学保健管理センター長・教授、斉藤清二先生にお願いしました。「医療コミュニケーションとナラティブ」をテーマに講演をしていただきました。はじめに先生は「臨床」という言葉について説明をしました。臨床とは、病の床に就く患者に対して臨むことであり、注意深い受動的な姿勢であると解説されました。そして、良好な医療者・患者関係のあり方や、コミュニケーション技法の紹介したのち、患者背景を考慮に入れたときの医療者と患者間の対話を多くの例を挙げながら医療コミュニケーションについて解説しました。

　そして先生は、患者さんの物語を大切にする医療面接法について、NBM(ナラティブベイスドメディスン)の視点から解説をしました。また、NBMにおいて重要なことは患者さんの物語と医療者の物語との間で、共有される物語の摺り合わせによって新しい物語が生まれえてくることにあると語りました。

ワークショップについて
グループ構成

班員は４～６名。基本的に学年別に分けた。

班長は進行円滑のために実行委員が行なうことし、昨年と同様に班長には事前に以下のことを確認した。

・精神論ではなく、できるだけ実体験に基づいた討論を行なうこと。
・実体験に基づいた発言を大切にすること。
・実体験とは、患者との出来事だけでなく、恋愛や友人との関係や親子との関係などの出来事も含めるが、無理に言わせる必要は全くない。
・基本的に実用的でない討論は行なわないように心がける。
・グループのレベルに合わせた討論を心がける。以下を例としてあげる
1～2年 こんな歯科医師になりたい　
3～4年 こんなことに注意できる歯科医師になりたい
5～6年 具体的にこんな患者が来たときの対応法(病院実習をもとに)
討論方法
今回の討論方法は各班の班長に任せ、自由とした。

もし行き詰まってしまう事や、全く話が進まなくなってしまうようであれば班長の判断でＫＪ法を用いることとした。
班長1名、発表役1名、記録係1名とした。
前回に引き続き、初日に中間報告をして、二日目にまとめの製作をするという形式をとることにした。中間報告では、初対面同士の討論だということも考慮して、自分たちの班のテーマを決定とし、『自分の班からは、どのような意見が出て、その意見をどのような点に注意してテーマの形まで絞り込んでいったのか』を、模造紙を用いて発表してもらう。二日目は、まとめの発表を行なった。
各班のまとめの発表として、「ラポール形成が崩れる要因」、「物語の共有をするために…と」、「会話における非言語的メッセージ」「患者と医療者との良好な関係の築き方・続け方」などの率直な意見があげられた。
今後の検証事項

・講演について：机やボードがあると講演中にメモがとりやすかった。　講演内容は良かったが、低学年には難しい内容となってしまった。
・班分け：高学年と低学年を分けてしまったために、高学年と低学年が交流できなかった。

内容が難しかったため、少し考えにくかった。
交流会について

昨年好評をいただいたビンゴ大会を今回も行なった。
ビンゴ大会の商品は宣伝効果も期待し、東京ディズニーランドのペアチケットを特賞とし、その他の商品を合わせ、予算を2万円以内とした。参加者の反応は良く、さまざまな方との交流のきっかけとなっていた。改善点としてはお酒の種類や量が多く、多量に余ってしまった。また、ビンゴの商品は保管するものではなく、消耗品のほうがよいのではないかという意見が出た。
学生からの感想
参加していただいた学生から、5段階評価(5が最もよい)で、記念講演の内容はどうだったかという質問に対して4.45、今回の企画(交流会やワークショップ)は他大学との交流に役立ったかという質問に対して4.65、ワークショップはお互いの理解を深めることに役立ったかという質問に対して4.58、ビンゴ大会などの企画があったらいいかという質問に対し4.65と全体的に高評価をいただいた。

またその他に、記念講演については「普段大学で聞けないことが聞けてよかった」、「コミュニケーションから相手の気持ちを共有することが大事だとわかった」、「内容が少し難しかった」、「患者さんの信頼を得ることは難しいと思った」などの感想がでた。ワークショップについてでは「他大学の人の意見が聞けてよかった」、「臨床でNBMを使いこなせるために、これから学生のうちに何ができるかが明確になった」などの感想がでた。今後、歯学生のつどいでどのような講演を聞きたいかについては「大学では聞けない話」、「臨床現場で実際に働いている先生などの話」、「医療の話だけでなく、それ以外の話」、「患者さんの声」などの意見がでた。

　これらの感想をもとによりよい歯学生にしていきたいと思う。
参加人数

開催日までは２５名の予定であったが、最終的に２１名の参加となった。前回より参加数が若干伸びた。

＜学年別内訳＞
一年生：０名　　二年生：２名　　三年生：１５名

四年生：２名　　五年生：１名　　六年生：３名
＜大学別内訳＞
北海道医療大学：３名　　東北大学：１名　　明海大学：１名　　東京歯科大学：２名
昭和大学：８名　　日本歯科大学：３名　　日本歯科大学新潟歯学部：２名　　愛知学院大学：１名　　岡山大学：１名　　九州歯科大学：１名　　奥羽大学：１名

今回は３年生の参加者がとても多く、低学年の参加者が少なかった。近年低学年の参加者が減りつつあるため、次回以降に不安が残る結果となってしまった。

また、今回も東京近辺の大学の学生が多く、地方大学からの学生が少なかった。今後の歯学生のつどいでは地方からでも学生が気安いようにしていきたいと思う。
開催場所

東京上野「水月ホテル鴎外荘」
ホテルの雰囲気はよいなどの感想や、ホテルの位置がわかりにくいなどの感想があった。
ホテルの位置がわかりにくいため、地図の改善を図ることなどが必要だろうなどの意見が出た。
